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第二次大戦期スイスにおける亡命作家支援活動
出版業者工一ミル・オープレヒトを例に
田　村　久　男
　第二次大戦中スイス国内のナチス運動を批判し，国民にラジオを通して理
性とモラルを訴え続けたバーゼル大学の歴史家J．　R．フォン・ザーリス
は，戦後になって次のようなエピソードを紹介している。
1945年戦争が終わった後，ベルソの連邦議会に我々が招かれ，文化と文学，学
術分野で再び；西欧諸国との連携を図るべく意見を求められた際，エーミル・
オープレヒトは皮肉な笑いを浮かべながら私にこう言いました。「おかしなもの
ではないですか。私達は長年あれほど疑わしい目で見られ，拒絶や様々な妨害を
受け，検閲に苦しめられてきたというのに，今ではどこでも引っ張りだこです。
みんな急に親切になって私達に助言や協力を求めてきます。」1
　スイスの出版者工一ミル・オープレヒトは，ドイツにナチス政権ができ，
反ナチスの知識人たちがドイッから次々に亡命する中，彼らドイッからの亡
命者たちに物質的，精神的な支援を惜しまなかった。同時に，彼の出版社
「オープレヒト書店」および「ヨーロッパ書店」は，ドイッで出版を禁止さ
れた亡命者たちの著作を出版し続け，時には「非合法に」出版物をドイツ国
内に送り込むことによって，徹底して反ファシズム活動を行った。そのため
彼は，当時のナチスドイッ政府から目の敵にされ，さらに，スイス国内の親
ナチス・国家社会主i義運動家たち（いわゆるFr6ntler）からも激しい攻撃を
受け続けたのである。彼は出版者としての性格上文学史の表に出ることは少
ないが，本国のファシズム政権に抗してスイスに亡命したイタリアの作家イ
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ニャツィオ・シローネや，反ナチズムの態度を鮮明にしたトーマス・マソら
とつきあい，そして，その交友から生まれた亡命雑誌「イソフォルマツィ
オーソ」「価値と尺度」によって，当時の亡命作家たちの活動にとって大き
な役割を果たした。
　自身スイスで亡命生活を送ったことのある旧東独の文学研究者ヴェル
ナー・ミヅテソツヴァ・イは，オープレヒトと同じように，政治的あるいは人
種的理由によってド・イッ本国で活動を禁止された俳優たちを次々に雇い入れ
ることで自分の所有する劇場を反ファシズムの拠点とし，それと同時にチ
ューリヒ劇場の水準を一躍高めたフェルディナント・リーザーと並べて
「リーザーもオープレヒトも彼らの歴史的な好機を捕らえたのである。この
二人は，他の者たちが慎重に待つという戦略を採り，場合によっては同調す
ることもやむを得なかった時代に，勇気を示し，個人の危険をも顧みなかっ
た」2と述べている。
　ドイッにナチス政権が成立してから，いわゆる「精神的国土防衛」
（Geistige　Landesverteidigung）をモットーにス・イスが全体主義国家に対し
てとってきた態度，とりわけドイッからスイス国内への亡命者に対して取ら
れた一連の対策は，すでに当時から国内外で多くの批判もあったが，戦後も
繰り返し批判と反省がなされてきた。数年前，戦争中のユダヤ人の財産に対
する処置が不適切であるとしてスイスの銀行が世界中から激しい攻撃に曝さ
れたのを機に，連邦議会に委託された委員会による最終調査報告，いわゆる
「ベルジエ・レポート」が2002年にまとめられ，当時のスイスの「過剰な対
応」があらためて反省されている3。
　スイスは農業国でありながら国土の三分の二を山地や湖が占め昔から食糧
の自給は困難な国であった。十九世紀にはいるとスイスでも急速に産業が発
展し工業国に変身するが，工業の急速な発展と労働人口の都市への集中によ
って二十世紀の初めには食糧自給率は半数を下回り，一方工業分野でもスイ
スは「水と塩」以外の天然資源に乏しく，鉄鋼，石炭，石油など大半の原材
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料は工業化の初めから国外の輸入に頼らさるを得なかった。このような条件
の中で，まず1921年にイタリアにファシスト政権ができ，1933年1月ドイ
ツにヒトラー政権が成立するとスイスは国の南北から全体主義国家にはさま
れることになった。1938年3月にはオーストリアがドイツに併合され，さ
らに大戦初期の1940年の春フラソスがドイツに降伏する。これによってス
イスは一小国リヒテンシュタインを残して一全体主義の国々に完全に包囲さ
れることとなり，その結果，ドイッが降伏するまでの「十二年間自由な小国
にまるで酒樽の中で生きる」4かのような運命を強いられることになったの
である。
　スイスは地理上ドイッのルール工業地帯とイタリアのミラノを結ぶ大動脈
の中間に位置し，この幹線上でアルプスを貫くゴットハルトトソネルを抱え
るという重要な位置を占めている。とりわけ経済の上では，伝統的にドイッ
との結びつきは強く，ドイッによる経済封鎖は文字通りスイスにとっては死
活の問題であった。さらにドイッ民族の大ドイツへの統合を標榜するナチス
政権がオーストリアを併合し，さらにミュンヘソ会談で，ドイッ系住民の多
いチェコのズデーテソ地方を編入することに成功すると，同じくドイッ語圏
が国土の過半数を占めるスイスでも強大なドイッによる侵略の不安が高まっ
た5。
　第2次大戦が始まり，侵略の危惧はますます現実的なものとなった。独
仏戦の開始当初，オランダとベルギーがドイッ軍によって占領されると，マ
ジノ線の外側にある国境の町バーゼルでは住民の避難が始まった。さらに
1943年ドイッの同盟国イタリアが連合国に降伏するに及んで，アメリカ軍
がアルプスの南から北上する可能性が生まれ，その通路にあたるスイスで
は，逆に連合国による中立侵犯の可能性と，さらにそれを防ぐことを口実に
したドイッによる防御占領の恐れが生じたのである。
　結果的には占領はなかったものの，ドイッによる侵略を防ぎ中立を守るべ
く，スイス政府による懸命の交渉が行われ，ドイッに対して大幅な妥協が図
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られると共に，国内でもドイッに侵略の口実を与えるような反ドイッ的な活
動が大幅に規制され，新聞を初めとする出版メディアも時として政府の干渉
を受けることになった。すべてが生き残るための自衛の策だったとはいえ，
後年「行き過ぎ」と反省される政策も採らざるを得なかったのである。そし
て，この戦争中，スイス政府が採った政策の中で当時から最も批判の強かっ
たのがドイツからの亡命者に対する冷たい態度であり，この亡命者政策はス
イスの歴史における最も暗い影の部分，「第二次大戦史の黒い汚点」6とさえ
言われる。
　〈スイスの亡命者政策〉
　スイスは亡命者に対しては伝統的に開かれた国であった。古くは十六世
紀，ルターにはじまる宗教改革から十七世紀の三十年戦争に至るまでのプロ
テスタントとカトリックの抗争の中で，カルヴァンやウルリヒ・フォン・フ
ッテソなどがスイスを亡命の地に選び，1685年ナントの勅令が廃止された
のをきっかけにフラソスからの大量のユグノーたちをスイスは受け入れた。
その結果ジュネーブからフランス語圏のジュラ地域に移住した時計職人たち
が現在にいたるスイスの時計産業発展の基礎を作ることにもなる。十八世紀
末フランス革命に際しては王党派貴族や高位聖職者たちの多くがスイスに逃
れ，ナポレオソー世の没落後は，後に皇帝ナポレオソ三世となるルイ・ボナ
パルトも青年時代の一時期をスイスで過ごし，トゥールガウ州の名誉市民権
が与えられていた。また，帝政ロシアに対する独立運動の中でポーランドか
ら多数の亡命者を受け入れ，ドイッでも自由主義革命運動の高まりの中で，
作家ゲオルク・ビュッヒナーを初め，ヘルヴェーク，フライリヒラート，音
楽家ワーグナーらがスイスに亡命している。他にもローザ・ルクセンブルク
やロシア革命のレーニンなどの社会主義革命家，第一次大戦中はダダイスト
らの平和主義者，等々，スイスに庇護を求めた著名な亡命者たちは数多く，
これによってスイスには「古典的亡命国」7というイメージ重ねられること
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になった。1888年，当時の連邦大臣ヌマ・ドロースは次のように発言して
いる。
最も尊重すべき主権の一つは亡命権である。昔から我々は政治亡命者たちに可能
な限り自由に我が家を開放してきたが，それは彼ら個人への共感からでも，彼ら
の思想に共鳴したからでもない。単なる人類愛からなのである。そのためにしば
しば諸外国と困難な問題が生じ，1815年以降，ほとんどこのことだけが我々が
隣国に配慮しなければならない議案であった。しかし我々はこの主権に絶えずこ
だわり，そして，今後ともこだわり続けるであろう8。
第2次世界大戦が始まる直前の1939年チューリヒで開かれた内国博覧会
（Landesausstellung）でも次のようなアピールが掲げられていたという。
亡命者たちの避難所スイス，これは我々の誇るべき伝統である。これはわが国が
数百年来，平和を保てたことを世界に対して感謝しているからだけではない。と
りわけ，故郷を失った亡命者たちが昔からわが国にもたらしてくれた大きな財産
への尊敬の念からでもある9。
　しかし，第二次世界大戦中は全く状況は違っていた。ド・イッでナチス政権
が成立するとともに，それまでのスイスの亡命者に対する寛大な扱いは様相
を変える。
　ドイッからの亡命者の多くは共産党員や社会民主党左派などの政治亡命者
とユダヤ人であった。1933年1月30日にヒトラーが政権の座に着いた直後
の2月27日，国会議事堂が何者かに放火され，ナチス政権はこれを共産党
の仕業として，共産党員の大量摘発を行い，その前後から大量の政治亡命者
が隣国に流出する。スイスは，一切の政治活動を行わないという条件で政治
亡命者の受け入れを認めるが，一方「人種的迫害のみを理由にした難民，例
えばユダヤ人は，政治亡命者とみなさない」という条項が戦争末期の1944
年6月まで適用され，これによって原則的にユダヤ人の亡命は認められな
かった。1938年3月，オーストリアがドイッに併合されると，スイスへの
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亡命もピークを迎える。スイス＝ドイッ間では以前よりビザ無しの出入国が
認められており，オーストリア併合によってオーストリア人にも自動的にド
イッの旅券が適用されるようになると，スイス政府は大量のユダヤ人の流入
に対する対応を迫られた。増加するドイッからの難民たちを救うべく1938
年7月フラソスのエヴィアンで開かれた国際会議が何ら実効ある解決策を
提示できないまま閉会するに及んで，ゲルマン至上主義を唱え「非アーリア
人」の国外流出を歓迎し促進するドイツ政府と，従来から国内の「過度の異
国民化」（Uberfremdung）を危惧するスイス政府の間で妥協が図られ，
1938年10月スイス側からの要求に沿ってユダヤ人の所持するドイツ旅券に
はrJ一スタソプ」が印字されることになる。これによって特別な許可書をも
たないユダヤ人は国箋において即座に入国を拒絶され「彼らに迫る危険を知
りながら，しばしば亡命者たちは直接ドイッの警察に引き渡される」10とい
う処置が執られることになったのである。
　この「J一スタンプ」導入とそれにともなうユダヤ人亡命老の強制送還，さ
らには亡命者を収容するためスイス各地につくられた労働収容所など，戦時
中の亡命者に対する過酷な対応により，責任者だった外国人警察（Frem－
denpolizei）の長官ハインリヒ・ロートムントは亡命者の憎しみを一身に集
め，戦後も激しく糾弾されることになるが，これら一連の対応はその当時か
ら国内でも非人道的であるとして大きな批判を巻き起こした。当時，外国人
警察局を監督する地位にあった連邦大臣（Bundesrat）エードゥアルト・フ
ォソ・シュタイガーは，この批判に対して次のように自己の立場を弁明して
いる。
何千もの犠牲者がでている船舶事故で，収容人員も食料も限られ，しかもすでに
人員を満載した小さな救命艇の司令官が遭難者すべてを救い上げることができな
い場合，この司令官は冷酷な人間と思われるかもしれません。しかし，時に応じ
ては誤った希望を戒め，最小限すでに助け上げた者を救うべく努力することがよ
り人道的である場合もあるのです。（1942年8月30日の演説）11
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　この演説で使われた「満員の救命ボート」（Das　Boot　ist　vol1）という言葉
は，弁解というよりもむしろ，この時期のスイス政府の非人道的な政策を象
徴する悪名高い言葉としてたびたび引用される。しかし一方で，このような
政府の非情な政策を潔しとせず，政府の方針にあくまでも逆らって「違法」
に亡命者を助けようとしたスイス人たちもたくさんいた。
　本稿ではその一人，スイスの出版者工一ミル・オープレヒトを取り上げ，
彼を通して亡命者たちのおかれていた当時のスイスの状況の一端を見て行き
たいと思う。
　エーミル・オープレヒトは1895年チューリヒに生まれている。父親は税
務局に勤務，母親は時折劇場のクローク係をして家計を助け，決して裕福と
は言えない家庭に育ったが，一才年長の兄ハンスは後にスイス社会民主党
（SPS）の党首となり連邦大臣をも務めることになる。マトゥーラ取得後，
二年間の銀行勤務と，その間の軍役を経て1917年からチューリヒ大学で経
済学を勉強し，1921年グラウビュンデン州の木材産業に関する論文で博士
号を取得する。もともとは出版業とは無縁の環境で生まれ育った彼が出版に
関わることになるのは，大学入学の年の1917年，兄ハソスに倣い，ドイッ
の社会民主党員ヴィリー・ミュンツェンベルクの指導で組織された社会民主
党青年団（SJO）に入団してからであった。この組織の中で彼は青少年の教
育部門に関わり，子供新聞「若い種」（Der　junge　Saat）の編集を担当し，
同時に第一次大戦で被災した国々の労働者の子供たちを養育のためスイスに
招くという援助活動を展開する。1921年社会民主党を離れ，新しくできた
スイス共産党（KPS）に入党（1923，24年頃離党），同じ年，大学を修了し
た彼は社会主義系のユニオン書店（Unionbuchhandlung）に文学部門の責任
老として入社している。
　1925年，友人コソラート・エアハルト・ヘルプリソグと共に自らの出版
社rDr．オープレヒト＆ヘルプリング書籍出版販売」（Buchhandlung　und
8　　明治大学教養論集　通巻379号（2004・1）
Verlag　Dr．　Oprecht＆Helbling，通称「オープレヒト書店」Verlag　Oprecht）
を設立する。彼の出版方針の重点が最初から政治的な啓蒙書にあり，例え
ば，ドイツのフィッシャーやローヴォルトらのように純粋な文学にあまり関
心を払わなかったことは，しばしば彼の限界と批判されることもあるが，上
に述べた彼の経歴から来るものであろう。
　エーミル・オープレヒトと彼の出版社の名前が反ファシズムの代名詞とし
て広く知られるようになるのは1933年ドイツにヒトラー政権ができて以降
のことであるが，それ以前に注目すべき出来事として，イタリアの亡命作家
イニャッィオ・シローネとの出会いが上げられる。シローネはイタリア共産
党の設立メンバーの一人であり，反ファシズムの闘士であったが，1927年
のモスクワでの第3イソターナショナルの会議出席を機に共産党と距離を
置くようになり，1931年に除名されている。1932年6月，後にバーゼル美
術館長となり「頽廃美術」作品をドイッより購入し表現主義やキュービズム
のコレクショソをバーゼルに集めるゲオルク・シュミットらとともにエーミ
ル・オープレヒトの協力のもと雑誌「イソフォルマツィオーン」（Informa－
tion）を創刊する。この雑誌は一年あまりの短命な雑誌であったが，シロー
ネの他，フランス人アンリ・バルビュス，スイスの左翼系の作家ヤーコプ・
ビューラーやR．J．フムらの寄稿を得て，ドイッでナチス政権ができる前
後に，国境を越えた反ファシズム共闘に場を提供する試みの一つとして大き
な意味を持った。なおこの雑誌と平行して，エーミル・オープレヒトにとっ
ても最初のヒット作であると同時に「亡命文学の最初の成功作」12とされる
シローネの『フォンタマーラ』（1933年）が彼の書店から出版されることに
なる。
　このオープレヒト出版と並んで大きな意味を持つもうひとつの出版社が
「ヨーロッパ書店」である。この出版社はトーマス・マソらドイツからの亡
命者たちにとって重要な役割を果たし，その結果，当時のナチスドイッ政府
から目の敵にされることにもなった。
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　1933年，ナチス政権が成立したのち，ペルリソにあった社会民主党系の
書籍サークル「グーテンベルク書籍ギルド」（Btichergilde　Gutenberg）もナ
チスに同化される。六千名の組合員が加入していたスイスの支部は，ナチス
によって罷免された創始者ブルーノ・ドレスラーをスイスに招き，新しい
「グーテソベルク書籍ギルド」をチューリヒに設立する。この出版社は従来
の版権を引き継ぐことで，ドイッ本国では禁止された書籍の出版を継続する
が，書籍サークルとしての性格上，会員以外への頒布は認められていなかっ
た。そこで，設立の母胎となった「チューリヒ・グーテンベルク書籍ギルド
組合」の総裁で，スイス社会民主党（SPS）の党首ハソス・オープレヒトは，
弟工一ミルの会社と共同出資の形で，一般の書店での取次販売を目的とした
「ヨーロッパ出版株式会社」を設立する。結局，両者の共同経営はうまく行
かず，まもなくエーミル・オープレヒトが残りの株を買い受け，1935年，
彼の二番目の会社「ヨーロッパ書店」が誕生することになる。以降，「オー
プレヒト書店」が文学作品，「ヨーロッパ書店」は政治，社会理論関係の書
籍を中心に出版するという分業体制が取られることになる。
　ここでオープレヒトの手によって出版された主な作品を挙げれば，先に挙
げたシローネのrフォンタマーラ』の他，当時リーザーのチューリヒ劇場で
上演され好評を博した作品，フェルディナソト・ブルックナーの『種族』
（”Die　Rassen．　Schauspiel“Verlag　Oprecht，1934）やナチスを批判したブ
リードリヒ・ヴォルフの『マムロック教授』（，，Doktor　Mamlocks　Ausweg．
Trag6die　der　westlichen　Demokratie“Verlag　Oprecht　1935．チューリヒで
は”Dr．　Mannheim“の名で上演），日本の軍国主義社会の矛盾を描いた『兵
士タナカ』（，，Der　Soldat　Tanaka．　Schauspiel　in　drei　Akten“Verlag　Oprecht
1940。チューリヒの上演は日本公使館の介入を招きシーズソ途中で演目か
らはずされている），ユダヤ人作家エルゼ・ラスカー＝シューラーの『ヘブ
ライ人の国』（”Das　Hebraerland‘‘Verlag　Oprecht　1937），また政治関係で
は最初の本格的なヒトラーの伝記とされるコンラート・ハイデンの『アード
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ルフ・ヒトラー』（，，Adolf　Hilter．　Eine　Biographie‘‘Europa　Verlag，　Bd．1：Das
Zeitalter　der　Verantwortungslosigkeit．1936，　Bd．II：Ein　Mann　gegen　Europa．
1937）やヘルマソ・ラウシュニソグの『ヒトラーとの対話』（”Gesprache
mit　Hitler‘‘Europa　Verlag），オットー・ブラウンの『ワイマールからヒト
ラーへ』（”Von　Weimar　zu　Hitler“Europa　Verlag　1940）など，ヒトラーと
ナチスドイツを批判的に扱った著作を数多く出版している。
　ドイッ政府はこれらの反ドイッ的な傾向を持った出版活動に対し抗議を重
ねるが，とりわけ一時ナチス党員であり，ダンッィヒ自由都市の市長をも務
めたヘルマン・ラウシュニソグのスイスでの出版活動は「ラウシュニング事
件」にまで発展する。ドイツ政府はベルソの大使館を通じて（当時のドイツ
大使エルンスト・フォン・ヴァイツゼッカーは，元ドイッ大統領リヒャル
ト・フォン・ヴァイツゼッカーの父親）ス・fス政府に圧力をかけると同時に，
1937年，スイスでも各出版業者にこれに加盟することを義務づけられてい
たドイッ株式業者組合（Deutscher　B6rsenverein）からの除名に成功する。
スイス政府も，当初は言論の自由の原則を楯にドイッ政府の干渉を拒絶する
態度をとるが，第二次世界大戦が始まるとドイッ政府の意向を無視し続ける
ことはできず「事後」検閲制度を導入することで，近隣諸国との友好関係を
損なう書籍の出版制限を実施する。これによって1940年2月にはラウシュ
ニングの増刷された『ヒトラーとの対話』第二版が差し押さえられるにいた
る。
　〈トーマス・マンとの交友〉
　ドイッの作家トーマス・マンは1933年ド・イッを去った直後スイスに住み
エーミル・オープレヒトと知り合う。戦争中はアメリカに居を移すが，マソ
がアメリカに渡った後も二人の連絡は続き，戦後トーマス・マソは再びスイ
スに戻ることで二人の交友はよりいっそう深まる。トーマス・マンは1952
年10月工一ミル・オープレヒトの葬儀において次のように追悼している。
第二次大戦期スイスにおける亡命作家支援活動一一出版業者工一ミル・オープレヒトを例に一　　11
「我らがオービィに一衷心より」皆さん，私は花輪のリボソにこのように書き
こみました。彼の棺に最後のお別れをする今，もはやこれ以上の言葉は必要あり
ません。彼を永遠に我らの家族と呼び，彼もまた我々と共に生き続けるのです。
（中略）
　大学で博士号まで取得したこの人物は出版書店業を天職に選びました。彼は善
なるもののために戦う闘争手段を本の出版の中に見いだしたのです。オープレヒ
トは，自ら信ずることができない本を出版したことは一度もありませんでした。
不純な誘惑本，低俗な本能をくすぐることによって華々しい成功が約束されるよ
うな本など一冊も出したことはありません。悪を糾弾する本を自分の出版者の名
前で出すこと，これだけが彼の真の喜びでした。私の一番忘れがたい想い出は
1936年の大晦日の夜のことです。あの時，私は彼の事務所で書き上げたばかり
のボン宛の手紙あのドイッの破壊者にあてた反論を読み上げました。そして，
この手紙は彼のおかげで世界中に広まることになったのです。あのときの彼の顔
を忘れることはできません。いつもは冷静で冷たく見える彼が，私が読み終える
と黙って私の手を握り締めました。彼の冒には涙が浮かんでいたと思います。
　あの沈黙を強いられた時代，本物のドイッの言葉，本物のドイツの思想がその
場を得るべく，費用も犠牲も省みず，彼は我々の雑誌「尺度と価値」の出版を引
き受けてくれました。実際，彼はこの雑誌に打ち込んだ熱意と根気強さは，我々
発行者や編集者をさえ越えるものでした。そして数年後，私のアメリカ移住など
あまりに多くの事情が重なり，この企画を停止しなければならなくなったとき，
強くこれに反対し雑誌の継続を主張したのは，本来は計算高いビジネスマンであ
ったはずの彼でした。死ぬまで彼はこの雑誌を復刊するという考えを完全には棄
て切れませんでした。（以下略）」13
トーマス・マンとエーミル・オープレヒトの出会いは，最初は娘のエーリ
カを通してであったが，上の追悼演説で彼が忘れられない日と呼ぶ1936年
の暮れころから緊密なものとなった。卜一マス・マソは1933年1月ヒト
ラーが政権を執った直後，たまたま講演旅行に出かけ，そのままドイツには
戻らずチューリヒ近郊のキュースナハトに居を構えていた。ナチス政権成立
後もドイッ国内に残ったゲルハルト・ハウプトマソを別にすれば，当時トー
マス・マソはドイッ唯一のノーベル賞作家であり，娘工一リカを始めとする
亡命者たちはトーマス・マンに反ナチスの旗幟を鮮明にするよう働きかけ
る。しかし彼は，自分の出版者フィッシャー書店がまだドイツに残っていた
こと，ドイツ本国と完全に縁を切ることによってドイツの読者を失うことを
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心配して，ナチスドイッに対する批判を控え，自らの態度を明らかにしない
ままに3年近くが過ぎていた。1936年，「新チューリヒ新聞」の文芸部長だ
ったエードゥアルト・コローディに宛てた公開書簡を新聞に発表することで
トーマス・マソは自らの亡命者としての立場を明らかにし，ここでようやく
反ナチスの態度を明確にする。この年の12月2日ドイッ政府は，それまで
ドイッ国内で認めていたマソの著作の出版を禁止し，彼及び家族のドイツ国
籍剥奪を発表する。同時に，1936年12月19日の日付でボン大学から1919年
来トーマス・マンに与えられていた名誉博士号撤回の通知がとどく。トーマ
ス・マソは直ちにナチスに同調したボン大学哲学部長宛に批判文を書き，こ
れを1936年12月30日オープレヒトの事務所の集まりで友人たちの前で読み
上げる。初めは，コローディ宛て公開書簡と同様に，新聞社に送ることを考
えていたが，その場に居合わせたオープレヒトは直ちにその書簡の意味の重
要性に気づき，単独で出版することを提案する。
　このトーマス・マンのみならず，当時の亡命作家たちにとっても重要な意
味を持つボン大学宛の書簡は，本文6行足らずのボン大学からの書簡の後
にマソ自身の反論を収め，全体で16頁あまりのパソフレットという形をと
り，「ある往復書簡」（Ein　Briefwechsel）14というタイトルを付けて，エー
ミル・オープレヒトの手により1937年1月に出版される。このパンフレッ
トは，直ちにほとんどすべてのヨーロッパの言葉に翻訳され，さらに一部は
偽装され，すでにトーマス・マンの著作の出版が禁止されていたドイッ国内
に密かに送り込まれる。ちなみに先年ドイツで大ベストセラーになった，ユ
ダヤ系文芸批評家マルッェル・ライヒ＝ラニツキーの『自伝』の中で紹介さ
れているエピソードであるが，ナチス政権下，ベルリンのある文学サークル
で密かに読みまわされ，深い「感謝の念」15を感じたと語っているのがこの
トーマス・マンのパソフレットである。
　先に，シローネらと共に発行した雑誌「インフォルマッィオーソ」は一年
あまりの短命に終わるが，エーミル・オープレヒトはトーマス・マソととも
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に新たなi雑誌「尺度と価値」（MaB　und　Wert）を発刊する。トーマス・マ
ソとスイスの作家コソラート・ファルケ16を共同発行者とし，アルザス生ま
れの作家フェルディナソト・リオソを編集者に，オープレヒトのヨーロッパ
書店より1937年9月より1940年の11月まで隔月で発行された雑誌「尺度と
価値」は，同時期にモスクワで刊行されたドイッ語雑誌「言葉」（Das　Wort）
とともにドイッからの亡命者たちにとって重要な役割を果たす。雑誌の名前
としては一見奇妙なこの名前が示すように17，文化的「伝統と再生の統合」
をめさしながら「質」と「モラル」を重んじ，論争や対立ではなく「協力」
をモットーにし，ムージルやデープリーンらドイツ語圏の作家だけでなくガ
ルシア・ロルカやサルトルなどの寄稿を得て，トーマス・マン自身もこの雑
誌に晩年のゲーテを扱った『ワイマールのロッテ』を連載している。しかし
同時に，雑誌につけられた副題「自由なドイツ文化のための隔月誌」にも示
されているように，当然ながら当時のナチスドイツの文化政策に対する抗議
の姿勢も貫かれたのである18。
　結局この雑誌も，発行人であったトーマス・マンが1938年アメリカに移
住すると共に，発行部数も減少し，三年あまりで発行を「停止」19するが，
これ以降もトーマス・マンとエーミル・オープレヒトの関係は，マソのアメ
リカ滞在中は手紙でのやり取りをはさんで，先にあげたマソの追悼演説に見
られるようにオープレヒトの死まで続いたのである。
　〈亡命作家支援活動＞
　1933年1月30日，ドイッでヒトラーが首相に任命され，さらにその一月
後の国会議事堂放火事件を機に，それまでナチスに批判的だった作家たちは
次々に国外に亡命する。パリやウィーソと共にチューリヒも彼らの避難場所
となり，彼らドイッからの亡命作家たちが集合した中心の一つが，オープレ
ヒト書店であった。もちろん作家だけでなく，政治家やジャーナリスト，共
産主義系あるいはユダヤ系の音楽家，俳優たちもドイツを追われることにな
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るが，チューリヒ劇場の歴史をまとめたクルト・リースはこの時期のことを
次のように書いている。「オープレヒトと妻のエミーは俳優たちを自宅に招
き，たっぷりと食事を与え，他の主だった人物，例えばトーマス・マソや，
エルソスト・トラーなどスイスを通過した著名な人たちに知り合う機会を与
えた。一チューリヒに立ち寄ったヒトラー反対老たちは，遅かれ早かれみ
なオープレヒトのところに現れたのである」20
　エミー・オープレヒトは戦後ドイツのテレビのイソタビューで次のように
答えている。「我たちは『応急手当』をしたのです。下着や靴，家具を与え，
警察での手続きを手助けしました。多くの亡命者たちは証明書を持っていな
かったので，滞在許可が与えられるよう尽力しました。ドイッにも入って，
亡命者たちがド・イッに残してこなければならなかったお金や貴重品をスイス
に持ち帰りました。トラソクをコソスタソッから持ってきたり，お金をベル
リソに取りに行ったりしました」21
　もちろんスイス人で亡命者たちに手助けを惜しまなかったのは，オープレ
ヒト夫妻だけではない。作家R．J．フム，商人のローゼンバウム夫妻やマ
ルセル・フライシュマソも自宅を開放し，晩年精神を病んだローベルト・ヴ
ァルザーの忠実な庇護者としても知られる文芸批評家のカール・ゼーリヒら
も亡命作家たちの援助に献身的な努力を惜しまなかった22。例えば，批評家
カール・ゼーリヒは物質的な支援だけでなく，彼らに発言の場を提供しよう
とチューリヒ近郊フルンテルンの教会で1933年の夏，亡命者たちの朗読会
「スタジオ・フルンテルソ」を企画する。この朗読会には，トーマス・マン
の長女で，当時チューリヒでキャバレー「プフェファーミュール」でナチス
ドイツを批判し，そのためスイスの国家主義者たちから激しい反発を招いて
いたエーリカ・マソや，ユダヤ人の批評家アルフレート・ケル，ヘルマソ・
プロッホなどの自作朗読が実現している。この企画がエーミル・オープレヒ
トとの共同発案だったとするシュタールベルガーの説にミッテンツヴァイは
疑問を呈しているが23，いずれにせよ，ドイツでのヒトラー政権誕生によっ
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て「国家社会主義者の春」（Fr6ntlersfnihling）を迎えたスイスのナチスシ
ンパたちからエーミル・オープレヒトも攻撃の対象となる。
精神的英雄を気取る外国人たちの講演の催しによって利益を得ているのは，とり
わけチューリヒのレミ通りにある文化ボルシェビキのDr．オープレヒト＆ヘル
プリソグ書店である。この出版者は以前より共産党員たちの雑誌「イソフォルマ
ッィオーン」で知られていたが，最近になって世間を騒がせているのは，もっぱ
ら自分の書店のショーケースを飾りたいがためである。この会社は毎週火曜日の
晩スタジオ・フルソテルンで亡命した外国人作家の講演会を主催しており，その
際，買った本にサイソしてもらうことで，講演考の収入とオープレヒト出版の客
の入りが促進されるという仕組みになっているのである24。
　ますます増加するドイツの亡命作家たちに批判的だったのはスイスの国家
社会主義者たちだけでなかった。ドイッでは宣伝相ゲッベルスの文化政策に
より，作家，著述業者たちの「帝国文書局」への入会が義務づけられ，これ
により，それまでドイッの新聞や雑誌を主な活動の場にしていたスイスの作
家たちはその活動を大幅に制限されることとなった。作家たちの同業組合と
しての性格を併せ持つス・イス作家連盟（SVS）も，人道支援よりも市場の確
保を優先し，スイス国内で競合するおそれのある亡命作家たちに対し排除的
な態度をとる。当時の連盟の会長フェーリクス・メシュリーソと事務局長
カール・ネーフは外国人警察長官のロートムントと交渉し，亡命作家たちの
スイスでの滞在を認めるにあたり1933年3月次のような原則を決定する。
一． ｶ学上，精神活動の上で卓抜した作家は，滞在及び労働の許可が与えられ
　　る。申請者が卓抜した作家と見なされるかどうかは専門家による審査委員会
　　によって判断される。
二．文学に携わり，政治上の理由でドイッを追われた者は，スイスにおいて亡命
　　権が認められる。亡命を求める者は，ここスイスの地で生活の糧を稼ぐこと
　　が認められる。
三．その他の外国人作家及びジャーナリスト，なかんずく小記事を書く記者や注
　　文に応じて仕事をする兼業作家はスイスにおいてその滞在権は拒絶される25。
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つまり，その滞在が国の名誉になるような大物作家の亡命は歓迎する一方，
自分たちと競合する可能性のある二流の作家たちの亡命は認めないというも
のである。しかも一流か二流かの判断は審査を委託された委員の構成メソ
バーにより，かなり恣意的になる場合も避けられなかった。亡命者たちに自
宅を開放していたR．J．フムによれば，すでにノーベル賞作家であった
トーマス・マンの場合，スイスに到着した早々に，外務大臣ジュゼッペ・モ
ッタが直々にベルンから電話をかけ，滞在に不都合はないかと問い合わせ，
マソを大いに感動させたという。その一方で，プロレタリア作家として知ら
れていたハソス・マルヒヴィッァが正直に申請した結果，直ちに国外退去を
命ぜられたのは「理解できない」としている26。アルフレート・ハスラーも
その著書『満員のボート』の中で，競合を理由に滞在を拒絶されたアルフレー
ト・ボルガーを始めいくつかの実例を紹介しているが，例えば当時も決して
無名ではなかったローベルト・ムージルの場合では滞在こそ認められたもの
の，講演を含む一切の著作活動を禁止され「もしもロベール・レジューン牧
師のような親切な友人がいなかったらスイスで餓死していただろう」27とす
る。エードゥアルト・クラウディウスはヘッセの介入でかろうじて国外追放
こそ免れるものの，その後，各地の収容所を転々とすることになる。
　重要な作家であり，それによって滞在が認められるかどうかの審査に主観
が避けられない以上，スイスの有力者の口添えが大きな意味を持つのは当然
であった。生前，献身的な支援者として知られたカール・ゼーリヒの遺稿の
中に膨大な数の推薦状が残っていたと伝えられているが28，エーミル・オー
プレヒトもまた亡命者たちに援助の手を惜しまなかったのである。
　1940年，5月独仏戦が始まり，翌月フランスは降伏する。6月17日ペタン
元帥が結んだ停戦協定には亡命者たちのドイツへの引き渡し条項が含まれて
いたのでフラソスにいた亡命者たちはパニック状態に陥る。彼らは様々な
ルートで国外への脱出を図り，例えば，当時すでに七十才に近かったハイソ
リヒ・マンは甥のゴーロと共に徒歩でピレネー山脈を超えてスペイソに逃れ
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（ヴァルター・ベンヤミンは国境手前で入国を拒絶されピレネー山中で自殺
するという悲劇も起こった），多くは，南仏のマルセイユから船で脱出しよ
うとした。しかし，どちらのルートをとるにせよスペイソを通過するために
はビザの取得が必須であり，スペインもポルトガルも，第三国のビザを自国
への入国の条件としていた。したがって，アンナ・ゼーガースの『トランジ
ット』の中に描かれるような，最終受け入れ国のビザを求めてあてどなくさ
まようという状況が起こったのである。
　アメリカではこの年の6月，大統領ルーズベルトのもと，占領地で危険
にさらされている芸術家や学者たちを救う「緊急救助委員会j（Emergency
Rescue　Committee）が結成され，現地で6直接の調査，連絡のため8月ジ
ャーナリストのヴァリアン・フライをフラソスに派遣する。フライはマルセ
イユに「アメリカ援護センター」（Centre　Americain　de　Secours）という偽
装団体を設立し，ここを中心に亡命作家への救助活動を展開し，このフライ
の助力を得て，L．フォイヒトヴァンガー，　A．デープリーン，　Lフラン
ク，H．マルヒヴィッァ，　F．ヴェルフェルらが無事アメリカに向けて脱出
することに成功している29。
　ニューヨークに本部をおく緊急救出委員会のメンバーには「ドイッ人アド
バイザー」として，ヘルマン・ケステンと共にすでにスイスからアメリカに
移住していたトーマス・マンも参加しており，また，ヴァリアン・フライの
現地での最も重要な協力者がハンス・ザールであった（チューリヒで大成功
を収めた彼の合唱劇『イェーマソト』の台本の出版をオープレヒト書店が引
き受けている）。これによって，アメリカとの連絡にはトーマス・マソと
オープレヒトのラインが情報ルートの一つとして重要な役割を果たすことに
なったのである。シュタールベルガーはフランスに残る作家たちのビザ取得
に関連して次のようなオープレヒトの手紙を紹介している。
大至急，あなたの件についてトーマス・マンから届いた電文をお送りします。
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「フラソクのビザ，共に申請，認可。遅延のこと不可解。再度督促。本人に伝え
よ。マン」
この手紙ができるだけ早くあなたのもとに届くよう望みます。（中略）アメリカ
領事館にフライ氏を訪ねて下さい。（1940年8月19日，レオンハルト．・フラソク
宛）
ようやくフランツ・ヴェルフェル夫妻が三週間ほど前からルードに滞在している
ことを確認しました。連絡も取れています（中略）ヴェルフェルにアメリカ入国
ビザが与えられるよう期待します（中略）どうかトーマス・マソー家にこの最初
の成功をお伝え下さい。（－1　940年7月23日，ヴィルヘルム・ディーテルレ宛）
ハンス・ザールから，アレクサソダー・エメリヒ教授がまだマルセイユに残って
いてアメリカのビザを待っているという知らせが届きました。アレクサソダー・
エメリヒは「エドガー・アレクサソダー」という筆名で我々のヨーロッパ書店か
ら『ヒトラー神話』『ドイッ文選』という二つの作品を出版しています。彼は極
めて危険な立場にあります。彼はカトリック関係では大変著名な人で，一刻も早
く彼にビザが送られるようお願いします。（1941年3月21日，ニューヨーク「緊
急救助委員会」宛）30
　〈チューリヒ劇場〉
　亡命者たちの活動を支援し，これによって国内外のナチス運動に対して対
決姿勢をとるという点で，エーミル・オープレヒトが間接的ながらも果たし
た重要な役割の一つは，チューリヒ劇場の再建と再組織化への尽力であろ
う。本来の出版活動とはあまり関係がないが，いわば彼の「義侠心」を示す
エピソードの一うとして，これについても最後に簡単に触れておきたい。
　チューリヒ劇場（当時は「プファウエン劇場」Theater　zum　Pfauenのみ）
は，もともとは決して一流とは言えない大衆娯楽演劇中心の劇場であった。
劇場を所有するワイン商人フェルディナント・リーザーは，1933年以降，
ナチスドイッにとって好ましからさる俳優たちが次々にドイッの劇場から追
われるのをみて，それまではとうてい手のでなかった名優たちを自分の劇場
に雇い入れる。ミッテソッヴァイは劇場支配人リーザーについて次のように
いっている。「彼にはチューリヒに自由なドイッの劇場をうち立てようとい
う理念などは毛頭なかった。リーザーは市場の好機を利用した。小麦に投機
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するように，彼は俳優に投資したのである。商人の彼に躊躇いはなかった。
彼はこの機会を捉えすべてを一枚のカードに賭けた。つまり，買いあさった
のである」31
　その際，彼の芸術上の相談役になったのは，戦後ブリッシュなどのスイス
の若い作家の作品紹介にも力を注いだ亡命ユダヤ人クルト・ヒルシュフェル
トであった。このヒルシュフェルトの助言のもとレオポルト・リントベル
ク，ヴォルフガング・ラングホフ，クルト・ホルヴィッッ，ユダヤ人のエル
ンスト・ギンスベルク，テレーゼ・ギーゼら名優たちがチューリヒに集ま
り，同時に，それまでの大衆娯楽劇だけでなく，シェークスピアやゲーテ，
シラーなどの古典やフェルディナント・ブルックナーやフリードリヒ・ヴォ
ルフなど時代批判を盛り込んだ芸術的水準の高い作品もプログラムに載せる
ようになる。これにより一躍リーザーのチューリヒ劇場はベルリン，ウィー
ンの一流の劇場とも比肩しうるレベルに達したのである。1938年，突然
リーザーは劇場を売却し国外に移住する決定をし，劇場との契約のみがスイ
ス滞在ビザの更新条件であった亡命俳優たちに激しい衝撃を与える。その
際，チューリヒ劇場を従前の形で存続させるべく活動した中心的な人物の一
人がエーミル・オープレヒトであった。
　もともとオープレヒトは戯曲の出版以外，劇場とはそれほど深いつながり
はなかったが，「亡命劇団」の生みの親ながらも意見の違いからリーザーに
解雇され，彼の書店の編集者となっていたクルト・ヒルシュフェルトに頼ま
れ劇場の維持存続に力を尽くすことになった。もともと政治的な才能と意欲
に富んでいたオープレヒトは各方面に働きかけ，地元資産家及び，シャフハ
ウゼン州，ウィソタートゥール市から資金の提供を得て株式会社（Neue
Schauspiel　AG）として組織替えすることに成功し32自ら管理委員長とな
り，新しい劇場支配人にバーゼルの出身で，フランクフルト歌劇場の監督を
経験したオスカー・ヴェルテリーンを据える。このヴェルテリーンのもとで
新生チューリヒ劇場はゲーテの『ゲッツ・フォン・ベルリヒンゲン』『ファ
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ウスト』『タウリス島のイフィゲーニエ』，シラーの『ウィルヘルム・テル』
『マリア・スチュアート』『ドン・カルロス』等々，ドイッ古典主義の名作を
レパートリーの中心にすえ，さらに戦争中はスイスに亡命していたゲオル
ク・カイザーの『兵士タナカ』（1940），アメリカに亡命したブレヒトの
『肝っ玉おっ母』（1941）『セチュアソの善人』（1943）『ガリレオ』（1943）33
などの初演を果たし，このヴェルテリーン時代のチューリヒ劇場は，ドイッ
演劇の歴史の中で重要な役目を果たすことになったのである。
　もともとの所有者であるフェルディナソト・リーザーが劇場の売却を決め
た際には，解散さえも考えられ，後は映画館かキャバレーになる，あるいは
大手スーパーマーケット「ミグロ」に買い取られるといった噂が流れたとい
う。また，この機を捉え，それまで反ファシズム的な作品の上演を好ましく
思わないドイツ政府からの圧力もあり，スイス国内の全体主義者たちも，劇
場存続を図るオープレヒトを名指しで批判するキャンペーンを展開した34。
この危機を乗り切ることができたのは，持ち前の政治力と人脈をフルに活用
してねばり強く交渉したエーミル・オープレヒトに追うところが大きい。彼
の伝記を書いたシュタールベルガーは，買収の際，資金提供に協力した株主
の一人の発言を次のように伝えている。「もし彼がいなかったらすべては実
現不可能だったかもしれない。あるいは別の形の，おそらくもっと不幸な経’
過をたどっていただろう」S5
おわりに
　最後に触れたように，戦争中，ナチ化されたドイッ本国あるいはドイッに
併合されていたオーストリアの劇場を別にすれば，唯一スイスの劇場は同じ
文化的な教養をもった観客を持ち，チューリヒ劇場は最も水準の高いドイッ
語圏の自由な劇場になった。この時代のいわゆる「亡命者劇場」（Emigran－
tentheater）は，チューリヒ劇場の黄金時代に数えられたが，戦後ドイッの
劇場の民主化と復興が早かったこともあって36，亡命者たちの多くが再び本
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国ドイッに戻り，また劇場に付き物の対立も重なり，再生の機会を逸したま
ま，その歴史的な意味を失った。状況はバーゼルやベルンでもそれほど変わ
らない。「スイスの舞台シーンは，ドイッ語圏の劇場にとって再び一辺境に
成り下がり，チューリヒ劇場も大きな名前と格式をもった一地方劇場となっ
たのである」37現在クリストフ・マータラーのもとで，一部の劇評家たちか
ら高い評価は得ているものの，その斬新な演出は殿誉褒財相半ばし，年長の
チューリヒ市民の中には当時の「亡命劇団」の黄金時代を懐かしむ人たちも
多い。
　出版界も状況は同じである。戦後はマックス・ブリッシュやデュレソマッ
トら若い才能の出現によってスイス文学史上の最盛期の一つに数えられる
が，彼らに続く若い作家たちの多くが，スイスの出版社ではなく，戦争中
S．フィッシャー書店から別れたズーアカンプを初めとするドイツの出版者
で作品を発表している。また現在スイスの伝統のある名の知られた出版社も
そのほとんどがベルテルスマン（ランダムハウス）やホルツブリンクなどド
イツ系の巨大出版メディアコンツェルソの傘下におさまり，その独自性を失
いつつある。戦後のスイスの出版界を歴史的に調査したユルク・ツビンデン
の研究によれば，第二次大戦末期から戦争直後のドイッ語圏でスイスは自由
な出版が可能なほとんど唯一の国であり，少なくとも1943年から52年にか
けての時期はスイスの出版業界にとってはまたとない絶好のチャンスだった
という。しかし，国家社会主義一色だったドイツが敗北した後，一時は体制
同調を理由に活動が禁止されたドイッの出版業者も占領軍から早々にライセ
ンスを得て，予想外に復興が早かったこと，さらにそれと同時に，スイスの
出版社の側も，アルテミス書店やマネッセ書店に代表されるように古典の出
版に重きを置き過ぎ，若い才能の発見を怠ったことなどが原因で，このチャ
ンスは永久に失われることになったのだという38。戦時中スイス出版連盟
（VSV）から除名されていたエーミル・オープレヒトは51／52年と52／53年の
二期，連盟の総裁に選ばれ，その任期中の52年に死去している。もちろん
22　明治大学教養論集　通巻379号（2004・1）
偶然とはいえ，「絶好のチャソス」とともに，戦後スイスで最も名の知られ
るようになった出版者のひとりを失ったことは，ス・イス出版界のその後の運
命を象徴的に表しているようにも感じられる。
1　Peter　Stahlberger：Der　Ztircher　Verleger　Emil　Oprecht　und　die　deutsche　politische
　Emigration　1933－1945．　Europa　Verlag　A．　G．　Zttrich　1970，　S．5．．
2Werner　Mittenzwei：Exil　in　der　Schweiz．（Kunst　und　Literatur　im　an－
　tifaschistischen　Exi11933－1945　in　sieben　Banden，　Bd．2）Leipzig　1981，　S．143．
3Die　Schweiz，　der　Nationalsozialismus　und　der　Zweite　Weltkrieg．　Schlussbericht
　der　Unabhangigen　Expertenkommission　Schweiz－Zweiter　Weltkrieg．　Zifrich　2002．
　（以下Bergier－Rapportと略）
4　R．J．　Humm：Bei　uns　im　Rabenhaus－Literaten，　Leute　und　Literatur　im　Ztirich　der
　Dreissiger　Jahre．　ZUrich　1982（fotomechanische　Wiedergabe　der　Fassung　1962），S，
　52．
5事実，すでにナチス政権成立の前からスイスでもドイツの指導による国家社会主
　義者たちの組織的な活動が存在した。2002年ドイッでベストセラーになったギュン
　ター・グラスの小説で，大戦末期東プロイセンからの引き揚げ民をのせた客船ヴィ
　ルヘルム・グストロフ号がソ連の潜水艦に沈められた事件を扱った『蟹の横歩き』
　（Im　Krebsgang）の中で，この客船の名前となったナチス党の東ス・イス管区指導者
　ヴィルヘルム・グストロフの活動と，当時大きな政治問題となったユダヤ人留学生
　による彼の暗殺事件についても触れられている。
6Werner　Rings：Schweiz　im　Krieg　1933－1945．　Ein　Bericht．　Zttrich　1974，　S．315．
7W．　Mittenzwei，　S．17．スイスを代表する作家ケラーはフォレンらの亡命ドイッ
　人たちの文学サークルとの交流の中で自分の文学的才能を見いだし，またマイヤー
　が作家としての名声を確立する上でフランソワ・ヴィレを中心とするドイツからの
　亡命者たちの助言が不可欠ともいえる重要な役割を果たした。
8　Alfred　A．　Hasler：Das　Boot　ist　voll＿Die　Schweiz　und　die　FIUchtlinge　1933－1945．
　Zifrich　1967，　S．31f．より引用。
9　　1bid．　S．61．
10Bergier・Rapport，　S．111．なお国の指示に逆らいオーストリアからの数千人のユ
　ダヤ人亡命者たちの入国を許したザンクト・ガレソ州警察のPaul　GrUningerは職
　務違反で罷免されている（1995年名誉回復）
11Alfred　A．　Hasler，　S．122より引用。
12　Gustav　Huonker：Literaturszene　ZUrich．　Menschen，　Gesellschaft　und　Bilder　1914
　bis　1945．　Z廿rich　1985，　S．154．
13Thomas　Mann：Gesammelte　Werke　in　zw61f　B註nden．　Bd．　X．　Reden　und　Aufsatze
　2．S．　Fischer　Verlag　1960，　S，526f．
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14　Thomas　Mann：Ein　Briefwechsel．　Dr．　Oprecht　Helbling　AG，　Z面ch　1937．
15　Marcel　Reich－Ranicki：Mein　Leben．　Stuttgart　1999，　S，102ff．
16当初，共同発行者としてバーゼル大学のカール・バルトやヴァルター・ムシュク
　らの名前が挙がっていた。Thomas　Baltensweiler：Mass　und　Wert－die　Exil－
　zeitschrift　von　Thomas　Mann　und　Konrad　Falke．　Bem－Berlin－Frankfurt　a．　M．－New
　York－Paris－Wien，1996，　S．60．また最終的に共同発行者に選ばれたコソラート・フ
　ァルケは，自分がスイス政府とドイッ大使館の抗議に対する表向きの看板（Deck－
　schild）に過ぎないことを自覚していたという。　Thomas　Baltensweiler：Bil－
　dungsbtirger　und　Antifaschist－Der　Schriftsteller　Konrad　Falke　als　politischer　Kom－
　mentator．　In：Neue　Zttrcher　Zeitung，12．’04．1997，　Beilage，，Literatur　und　Kunst‘‘．
17R．　J．フムはトーマス・マソから初めてこの雑誌の名前をうち明けられたとき，
　即座に「Mekmekという言葉と仕事机に向かっている仕立屋の姿」を思い浮かべた
　という。R．　J．　Humm，　S．28．なお東ドイッで刊行され現在も続く雑誌「意味と形式」
　（Sinn　und　Form）は，初代編集長のペーター・フッヘルによれば，戦後ヨハネス・
　R・ベッヒャーがトーマス・マンに「尺度と価値」の名前を使わせてほしいと打診
　し，それが断られた後に代って選ばれた名前であるという。
18実際，ベルンのドイッ大使館もこの雑誌の趣旨をド・イッへの批判と受け取ったと
　いう。Manfred　Papst：Freundesdienste　am　Dichter－Thomas　Mann　und　sein　ZUr－
　cher　Verleger　Emi10precht．　In：Neue　ZUrcher　Zeitung，25．08．2001，　Beilage，，Lite－
　ratur　und　Kunst‘‘．
19発行停止の主な原因として，資金難の問題，即ち，創刊時のバトロソであったル
　クセソブルクの鉄鋼王未亡人からの資金援助が突然うち切られたこと，亡命者たち
　の団結とナチスドイッとの対決姿勢を明確にすることが必要だった時代に，編集者
　フェルディナソト・リオソの意向によってあまりに文学に重きを置きすぎたこと，
　彼の後を継いで編集を担当することになったゴーロ・マソがまもなくパリに移住し
　たこと，さらにその後を継いだハソス・マイヤーが亡命者の労働収容所に入れられ
　たことなど，編集者に人を得なかったことが挙げられる。東ドイッの研究者ミッテ
　ソツヴァイはとりわけゴーロ・マソの共産主義への無理解を強く批判している。
　W．Mittenzwei，　S．204f．
20　Curt　Ries：ZUrcher　Schauspielhaus－Sein　oder　Nichtsein－Roman　eines　Theaters，
　ZUrich　1963，　S．158f．
21　Emmie　Oprecht：，，Um　uns　die　Fremde．　Die　Vertreibung　des　Geistes　1933－1945．
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